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エンドファイトの活用による 

気候変動に適応する 

持続的な生産技術



イチゴの花成

相対的に温度が高い時期の花成促進技術

→ 短日夜冷処理，低亜温暗黒処理等

イチゴの休眠

低温・短日で誘導され，一定量の低温で覚醒する。

植物体が矮化し，展葉が著しく遅くなる。

休眠打破されると腋芽は花芽でなくランナーになる。

平成18年5月24日（宜野座村役場会議室）
革新的農業技術習得研修（亜熱帯地域でのイチゴの安定生産技術）



収穫・調整

・収穫 1（12）月～4月末

気温の低い、なるべく早朝に収穫
↓

・パック詰め 1パック 約330g
3L 12個、2L 15個、L 20個、M 25個、S 33個

↓
・予冷 2～5℃の冷蔵庫 2時間以上

品質低下を抑える

品質 県外産より糖度は若干低く、酸度は高い
新鮮で食感良好．市場では人気

未来ぎのざ

収穫したイチゴ

パック詰め作業

パック詰めしたイチゴ

短日夜冷処理

・イチゴ 低温・短日条件で花芽分化
→人為的に花芽分化促進

・短日夜冷処理 8時間日長・夜温15℃
定植前20～40日間
苗を夕方5時に夜冷庫（15℃）に入れ、翌朝9時に出庫

・10月中旬に定植 年内から収穫

花芽分化処理をした苗を10月中旬

に定植すると年内から収穫できる

定植前に実体顕微鏡（25～100倍）で花芽分化を確認するのが望ましい

短日夜冷処理装置
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沖縄での「さちのか」の栽培暦（2） *短日夜冷処理苗
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定植時期が早くなるので
育苗や定植の準備を早める

（平成13年度試験結果）
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自然花芽分化苗 11月1日定植
短日夜冷処理苗 10月16日定植

収穫

作型の組み合わせによる収穫の平準化

短日夜冷処理
→頂果房の出蕾・開花は早まるが、

第1次腋果房以降の出蕾・開花を

早めることはできない

頂果房と第1次腋果房の収穫

の時間差が大きくなる
↓

その間の収量が低下

作型の組み合わせ
・短日夜冷処理苗
・自然花芽分化苗

収穫が平準化

短日夜冷処理苗と自然花芽分化苗の組合せによる収量変化
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Fig. 2. Handled volume and mean price of strawberries in the Tokyo
Metropolitan Central Wholesale Marcket in 2003.
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さちのか
Sachinoka

– 円錐大果

– 果実硬・流通適性良

– 糖度高

– 食味極良

– ビタミンＣ高

– やや晩生、炭そ病に罹病性

– 温暖地での普及拡大中

– 野菜茶試久留米育成

４．イチゴの品種
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Material and Methods 

10% of DSE agent, mix to soil, 
incubated at 23oC with a 16-h:8-h 
(L:D) photoperiod, for 150 days. 
 

DSE agent
DSE 

colonies

Axenic seed-
propagated 
seedlings 4 weeks-
old   

Non-
favorable 
condition to 
induce 
flowering 

Organic 
soil 

Soil pH 
3.8-4.3 

￥

Inorganic 
soil 

Peatmoss 
soil 



図. 各種条件下で根部エンドファイトDSE ３種を接種したイチゴの生育. 	
a：有機栽培土壌および酸性ストレス条件（pH 3.8–4.3）， b：慣行栽培土壌および酸性スト
レス条件（pH 3.8–4.3)，c：有機栽培土壌および通常pH条件（pH 6.0–6.5）， d：慣行栽培土壌
および通常pH条件（pH 6.0–6.5）． 温度は23 oC 一定、日長は16 時間.

pH 3.8–4.3 pH 3.8–4.3

pH 6.0–6.5 pH 6.0–6.5

慣行栽培土壌

慣行栽培土壌

有機栽培土壌

有機栽培土壌



図. 各種条件下で根部エンドファイトDSE ３種を接種したイチゴの花
芽形成までの日数．



9図. 各種条件下で根部エンドファイトDSE ３種を接種したイチゴ
の果実形成数．



まとめ

　対照区のイチゴが十分に花芽を形成出来ない23℃一定
の温度および16時間の長日条件において、DSE３種の中
で特にC. chaetospiraS K51が、花芽を良好に誘導した。

　同菌株は、土壌がpH4程度の酸性ストレス条件下でも
花芽を誘導した

　短日夜冷処理に比べ、DSE処理は労力の軽減になり、さ
らにDSEは、栽培全期を通してイチゴ根部に生息するた
め、同効果も全期に渡ることが期待できる。


